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〔(社)日 本 家 政 学 会

目 的:　近 年 、 消 化 器 官 の 構 造 と 機能Ｋ つ い て の研 究 は 電 子 顕 微 鏡K  i. i, 発 達lこ よ り 、 超

細 構 造 が 解 明さ れ て い る 。 ま た 、 免 疫 学の 究 明 お よ び 遺 伝 子 組 換 等 の研 究 が 重 要 視 さ れ

い る 。 演 者 ら は 本 実 験 に お い て 管 腔臓 器 であ る 小‘ 大 腸の 機 能 と 形 態 学 的 立場 か ら 腸『

在 す る小 ・ 毛 細 血 管の 分 布 に つ い て 比 較 検 討を 行 な っ た ので 報 告 を する 。

実 験 材 料と 方 法:　本 研 究 の 実 験動 物 は8 週 齢 の 雄 ラッ ト を10 匹 使 用 し た 。 検 体 の 正中 線

沿っ て 開 胸、 開 腹し 、 金 属 カ エ ユ ーレ を 胸 大 動 脈 に 挿 入 を 行方 い 、 粗 大 粒 子を 除 い た 墨

を 注 人 装 嘔し た 。 数時 間 放 置 し た 後K  同% ホ ル マヽI) ン9こ浸 潰 を 行 た っ た 。そ の 後 、固 定

た 腸 に 摘出 し 、 小‘ 大 腸部 の 各 々主 要 な 部 位を3mm  に 切 り 出 し た 。　I 片 は 肉 眼 的 に 片 方

組 織 的 に 供し た 。

結 果:　我 々 が 食 物 を 摂 取し 、 ま ず口 腔 に お い て 大 部 分 物 理 的 消 化を 行 な い 、 胃で 物 理 化
的
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をｔ し 、最 終 的 に 栄 養 素を吸 収 す る 場 で あ る小 腸 に 入 る 。 以 前 に は 腸 管 腔で ア ミ

分 解 す る と 考 察 され て いit が 、 最 近 で はジ ペ プ チ ドに1    り 腸 粘 膜 を 通 過 す る と の

る

ら

較

が

れ

栄 養 素 は 吸 収 機構 に より 血 管i?  よ び リン パ 管 に 入り 、 能 率 よく 運 搬 さ れ 、 門

肝 臓に 到 達 す る 。肉 眼 的 観 察で は 腸 絨毛 の 毛 細 血 管 分 布が 示 さ れ、 小V 大 腸

が 成 さ れ 、 粘 膜 面 にif   い て の 組 織 像 に も 分 岐 の 仕 様 が 提 示 さ れ 、 吸 収 機 構 の メ

一
不 唆 さ れ た 。
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